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鍼による尿管異物結石の1例
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   FOREIGN BODY STONE OF THE URETER AS A 

COMPLICATION OF  ACUPUNCTURE  : REPORT OF A CASE

Masayuki Yuzawa, Yosuke Hara, Yutaka Kobayashi, 

Shunji Ishiyama, Kazuhiko Tozuka, Syohei Nakamura 

             and Akihiko Tokue 
     From the Department of Urology, Jichi Medical School

   A 47-year-old female was admitted to our clinic with the suspicion of ureteral foreign body. 
She had undergone acupuncture for left lumbago twelve years earlier. Plain X-ray film revealed 
a linear shadow and calcified shadows laterally to left third lumber vertebra. Computed tomo-

graphic scan and pyelogram showed them located in the left ureter. Left ureterolithotomy was 
performed successfully. The removed stone was accompanied by an acupuncture needle. 

   Including our case, twelve cases of foreign bodies as a complication of acupuncture in the 
upper urinary tract reported in the Japanese literature were reviewed.

(Acta Urol. Jpn. 37: 1322-1327, 1991)
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緒 言

尿路異物の大部分は膀胱をは じめとする下部尿路に

見られ,上 部尿路の異物は比較的稀である.今 回,わ

れわれは鍼治療により侵入した鍼を核 とする尿管異物

結石の症例を経験したので若干の文献的考察を加えて

報告する.

症 例

患者 ・47歳,女 性,主 婦

主訴:左 腰背部痛

家族歴 ・既往歴:特 記すべきことなし

現病歴ll969年 に左腎結石を指摘されたがとくに治

療は受けていない.1977年,左 腰背部痛出現し,左 腰

背部より鍼治療を うけた.そ の際,体 内で鍼の先端が

折れ,残 ったままになったが放置 していた.1986年,

ふたたび左腰背部痛出現し,近 医にて腹部の異常石灰

化陰影 と針状陰影を指摘され,当 科紹介 とな った.

1989年Il月24日,精 査目的にて入院となった.

入院時現症:身 長144cm,体 重42kg.左 腰背部に

圧痛を認めた以外,と くに異常所見なし.

入院時検査成績:血 液一般検査および血液生化学検

査:と くに異常所見なし.

尿所見 ・黄色透明,pH6.5,i蛋 白(一),糖(一),

尿沈渣RBG3～4/hpf,wBc8～10/hpf,扁 平上皮5

～6/hpf ,円 柱(一),細 菌(一)・X線 検査所見:胸

部単純撮影に異常は認めなかった.腹 部単純撮影では

左腎部に1個,お よび第3腰 椎左方に2個 の石灰化陰

影を認め,下 端の石灰化陰影には針状陰影が重なって

見えた(Fig.1)・ 側面撮影でも針状陰影は石灰化陰

影 と重なっていた.

さ らにIVP,逆 行性腎孟造影,経 皮的腎孟造影

(Fig,2),お よびCTscan(Fig.3)を 施 行 した。

以上の検査により左腎実質内の石灰化と2個 の左尿管

結石および,そ れによる左水腎症と診断した.水 腎症

が腰背部痛の原因と考えられた,ま た,鍼 治療の既往

から下端の結石は鍼を核とした異物結石と診断 した.

鍼は尿管粘膜に沿って存在しているものと思 われた

が,CTに て,鍼 の上端が尿管壁を貫いているように

も見えたため,PNLの 適応はないと判断した.以 上

の診断のもと,1989年12月8日,尿 管結石に対し全身

麻酔下に左尿管切石術を施行した.
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手術所見:左 腰部斜切開にて後腹膜腔に入った,尿

管の周囲との癒着は軽度であったが,鍼 を尿管壁外に

確認することはできなかった.尿 管を切開し,結 石を

摘出した.鍼 は尿管粘膜に埋没していたが,結 石に伴

って摘出された。

摘出標本=2コ の結石を摘出した.片 方の結石は鍼

を伴っていた.Fig.4は 鍼 を伴 った結石(9×7×6

Fig.1.A.KUBshowedthreecalcifiedshadows.
Oneofthemwasaccompaniedbya
linearshadowlaterallytothirdlumbar
vertebra(arrow).
B.Magnificationoftheareapointedby
thearrow.

～;" 鱒
Fig.2.Antegradepyelogramshoweda
needlelocatedalongthewallof
theureter(arrow).

mm)の 割面である.結 石は鍼を核に層状に形成され

ており,鍼 が結石形成の原因であるこ とが示唆され

た.鍼 は酸化腐食 していた.赤 外分光光度計を用いた

分析によると結石は燐酸カルシウムと蓚酸カルシウム

(6=4)か ら成っていた.

術 後経過:術 後経過良好にて術後17日 目に退院 とな

った。腎実質内の石灰化に対 してはとくY'治療は加え

なかった.

考 察

上部尿路異物については増田1)が 詳細に記述してい

る.

尿路異物め大部分は膀胱をは じめとする下部尿路に

見られてお り,上 部尿路異物(腎 異物,尿 管異物)は

比較的稀な疾患である・欧米では1913年,Haberern2)

の腎異物の報告が第一例 目であ り,本 邦 では,1936

年,南 里3)の 鍼針による左腎異物の報告 が最初 であ

る.わ れわれが検索しえた範囲では現在まで48例 の上

部尿路異物が報告されているに過ぎない4-8).

Fig.3. CTscanshowedaneedlewithastone
locatedwithintheureter(arrow).
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Fig.4.Theremovedstonewasslicedalongthe
needle.Oneendoftheneedleisatthe
centerofthestone(arrow).
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自験例を含む本邦49例 の発生年齢は5歳 から69歳 の

各年齢に及んでいるが,30代13例,40代14例 と中年層

に好発している.鍼 異物に限ってみると最年少は36歳

と,す べて中年層以上に発生している.性 別の明らか

な46例 では男性26例,女 性20例 とやや男性に多く認め

られている.鍼 異物では男性5例,女 性7例 で あっ

た.患 側は左側25例,右 側22例,不 明2例 とほぼ左右

同数であるのに対 し,鍼 異物では左側が10例,右 側2

例 と圧倒的に左側に多い.そ の理由は不明である.

異物の種類を見ると,49例 の うち鍼が12例,縫 合糸

も12例 と,も っとも多く,つ いで縫針7例,カ テーテ

ル6例 と続いている(Table1).欧 米では弾丸がもっ

とも多く全体の3分 の1を 占めるとの報告がある9)

本邦では民 間療法として鍼灸療法が広 く普及 してお

り,そ のため鍼異物が多いのが特徴である.

上部尿路への異物の侵入経路はいくつかの分け方が

あるが,(1)経 皮的に上部尿路に到達した もの,② 手術

や泌尿器科的操作によるもの,(3)嚥 下 した異物が腸管

を穿通して上部尿路に達するもの,(4)膀 胱 より上行性

に上部尿路に達するもの,の4つ に分けて考xる と(ユ)

によるものが19例,(2)に よるものが18例 と,こ の両者

で大部分を占める(Tablel).各 異物により,そ の侵

入経路に偏 りが認められ,鍼 の侵入経路はすべて(1)に

よる.そ の使用 目的を考えてみれば当然のことではあ

る.鍼 が上部尿路に達する機序 としては,重 松 ら10)が

述べているように鍼が直接,腎 や尿管に打ち込まれる

か,あ るいはそれらの付近に打ち込まれた鍼が筋肉の

運動を介して腎や尿管に達するかのいずれかと思われ

る.鍼 治療後,短 期間で発症する例は前者の可能性が

高く,発 症まで10年 以上経過している例では後者の可
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能性が高いと思われる.鍼 による異物は本邦では過去

11例の報告があり,わ れわれの報告は12例 目と思われ

る(Table3).鍼 治療は鍼を一時的に体内に刺入 した

後,こ れを抜去する方法が一般的である.し かし,一

部では持続的治療効果を期待して鍼を折 り,体 内に留

置する埋没療法が施行されている.こ の12例 の中セこは

誤って鍼が折れ体内に残存 したものだけでなく埋没療

法により意図的に体内に残されたものもあると思われ

る。

49例 中結石を合併 したのは31例 であり結石合併率は

63%で あった.異 物の存在部位に注 目してみると腎実

質に異物の限局している10例 では結石の合併は見られ

ていない.腎 孟あるいは尿管に存在する異物では,結

石を合併 している症例が大部分である(Table2)・ 異

物の違いによって結石合併率が異なるのは発症までの

期間の差も大きく関与 しているものと思われる.

上部尿路異物の症状は侵入経路,部 位 と存在期間,

結石形成や感染の有無などによって異なる.

手術や泌尿器科的操作によるもの以外の症例では異

物が上部尿路に侵入したときを正確に知 りえないので

潜伏期間はあいまいなことが多い.鍼 によるものは3

ヵ月で血尿を生じた例もあるが,多 くは5年 以上経過

してお り,一 般に発症までの期間が長い.症 状 として

多 く見られるのは血尿,尿 混濁 と腎部の疹痛である.

また,発 熱,全 身倦怠感や食欲不振,悪 心,嘔 吐など

の消化器症状,さ らに頻尿,排 尿痛が認められること

もある.鍼 の場合,腎 部痛と血尿がほとんどである.

診 断にもっとも重要なのはX線 検査である.異 物の

多くはX線 陽性のものであるので一般にX線 診断は容

易である.

Table1.Therelationbetweentheforeignbodiesandtheroutes
oftheinvasionintotheupperurinarytractreportedin
theJapaneseliterature.

ヨ入

経皮的 手 術 嚥 下 上行性 不 明
(経腸 管)(経 尿道)

計

鍼

縫 合

縫

糸

針

カ テ ー テ ル

弾 丸

鋼 線

植 物

ガ ラ ス

毛 髪

ヘ ア ピ ン

虫 ピ ン

12⑧ 例

1(0)例

3(0)例

1(0)例

1(0)例

1(1)例

12(12)例

6(4)例

3(2)例

1(0)例

2(0)例

2(D例

1(0)例

3(3)例

12(8)例

12(12)例

7(5)例

6(4)例

3(0)例

2(0)例

2(1)例

1(0)例

1(0)例

2(0)例

1(1)例

計 19(9)例18(16)例6(2)例3(i)例3(3)例49(31)例

():結 石合併例
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Table2.Therelationbetweentheforeignbodiesandtheportionsofthe
invasionintotheupperurinarytractreportedintheJapanese

literature.

口 、

腎実質 腎実質一腎孟 腎 孟 腎孟一尿管 尿 管 記載なし 計

鍼

縫 合 糸

縫 針

カテーテル

弾

鋼

植

ガ

毛

ヘ ア

虫

丸

線

物

ラ ス

髪

ピ ン

ピ ン

2(0)例3

2(0)例1

1(0)例

2(0)例

1(0)例

2(0)例

(2)例1(D例

3(3)例

(1)例3(3)例

1(1)例

1(0)例

lU)例

1(0)例

4(3)例

5(5)例

8(8)例1(i)例

1(1)例

1(0)例

1(0)例

1(0)例1(D例

1(0)例

12(8)例

12(12)例

7(5)例

6(4)例

3(0)例

2(0)例

2(U例

監(0)例

L(0)例

2(0)例

1(D例

計 io(0)例5(4)例9(8)例7(3)例16(15)例2(D例49(31)例

():結 石合併例

Table3. Summaryofforeignbodies(acupunctureneedle)intheupperurinarytractreported
intheJapaneseliterature.

症例 報告者 年齢 ・性 主 訴 部 位 治 療 緒石合併(成 分)報 告年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

io

ii

i2

南 里3)

荒川 らm

重 松 らio)

鮫121

福 田 ら13)

岩 坪 らlq)

上 山 ら15)

Aso.eta置,16)

朴 ら 切

松 尾 ら18)

山 口 ら4」

自験 例

49M

46M

48M

47M

69F

39M

47F

36F

49F

58F

50F

47F

左腰痛

血尿,左 側腹仙痛発作

腰痛,尿 混濁

血尿

血尿,膀 胱刺激症状

左側腹部仙痛発作

左側腹部痛,腰 部痛

血尿,背 部痛

発熱,左 腰 背部痛

右腰痛,.発 熱

腰部倦怠感

左腰 背部痛

左腎孟尿管移行部

左腎実質一腎孟

左腎孟

左尿管

左腎実質一腎孟

左尿管

左尿管

左尿管

左腎実質

右腎実質一腎孟

右腎実質

左尿管

異物摘除術

左腎摘除術

腎孟切石術

尿管切石術

腎孟切石術

尿管切石術

尿管切石術

自然排石

経過観察

異物摘除術

異物摘除術

尿管切石術

+(蓚 酸石灰)

+(燐 酸塩)

十

+(燐 酸塩)

十

十(蓚 酸 カルシウム,

燐酸 カルシウム)

十

十(燐 酸 カルシウム,

蓚酸 カルシウム)

1936

1945

1960

1966

1969

1971

1976

量979

且985

1987

1989

治療は手術が一般的であるが,上 部尿路異物でも可

動性があ り大きさが小さく合併症の見られない例では

保存的に自然排石を図るのが良い症例もあると思われ

る.本 症例では鍼が尿管壁を貫通 している可能性 もあ

り,自 然排石は困難と判断したため,手 術的に摘除 し

た.

結 語

症例は47歳 女性で,鍼 を核 とする尿管異物結石を認

めたため,手 術的に摘除した.本 症例の概要を報告す

るとともV多 少の文献的考察を加えた.

本論文の要旨は1990年 ・

方会 において発表 した.

第468回n本 泌尿器科学会東京地
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